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ペパーミント
Peppermint
M0115C-KE0000

学名 Mentha piperita
科目 シソ科
原産国 フランス
抽出部位 葉と花の先端部
抽出方法 水蒸気蒸留法
ケモタイプ -
香りの強弱 強
香りのノート トップノート
INCI Mentha Piperita (Peppermint) Oil
化粧品表示名称 セイヨウハッカ油
備考

基本情報

消化器系作用

リンパ系作用

鎮痛剤

消化器系に最も効果のあるエッセンシャルオイルの一つです。消化不良、吐き気、腹痛、下痢、腹部のガスを緩和し

ます。2,3,4,5,6 吐き気、嘔吐に効果があり、乗り物酔いに効きます。胆管の閉塞、胆嚢の炎症、重度の肝臓障害にペパー

ミントオイルが勧められています。1

ペパーミントオイルは血液とリンパ液に特に関連があり、塗ると皮膚に清涼感があるのは、リンパ系の流れを良くす

る効果あるためとされています。7 ペパーミントオイルの血管収縮作用は、脾臓への血流をよくし、新しい赤血球の

生産に関わる脾臓の再生作用を促進するとされています。7 リンパ液と組織液の循環がよくなると、リンパ系の働き

が活性化します。7

筋肉痛、凝り、腰痛、あざ、打ち身、関節痛、虫刺されの痛みを緩和するための塗り薬として使用されます。ペパー

ミントオイルの局部麻酔効果は注目に値します。筋肉痛、神経痛にお勧めのオイルです。1,2

神経系作用

スキンケア

頭をすっきりさせるので、集中できない人、精神的に疲れている人に効用があります。ペパーミントオイルは脳への

血流が悪くなるのを防ぎ、循環器系のうっ血を除去し、循環をよくするので、神経を強化し、落ち着かせることがで

きます。3,4 頭痛や偏頭痛があるとき、ペパーミントオイル冷湿布を額やこめかみのせると、痛みが和らぎます。2,3,4,5

ペパーミントはあらゆる皮膚の炎症・かゆみを緩和できますが、その場合は 1％以下に希釈する必要があります。炎

症が悪化する可能性があります。皮膚を清浄にし、皮膚のうっ滞を散らすために、ペパーミントオイルを使った蒸気

療法を行うことを勧めています。5 毛細血管を引き締め、皮膚をすっきりさせ、強くします。
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性状 透明流動性液体
色 透明〜淡緑黄色
香り ミント臭
比重 0.901 - 0.916
屈折率 1.4600 - 1.4670
旋光度 -29° to -10°

原料規格

GC例
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